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An analysis of factors promoting the personal participation and engagement of 
new workers (especially young people) in small-scale Community activities
Daisuke Suzuki
Currently, small-scale community activities are being actively developed in various 
locations. Local residents and local interest groups mainly manage many of these activities, 
which are carried out mainly in an informal way, while sometimes also cooperating with 
various organizations and groups. 
The range and focus of activities are historically diverse. Whilst also supporting 
recipients of social welfare in the local residential area, such activities are taking on a 
greater role with greater expectations in terms of supportive community development, 
creating communities with less social isolation. 
However, issues in this area include a lack of flexibility of these workers involved in such 
projects, and a lack flexibility of these workers, such that the participation, engagement 
and training of new workers have become urgent needs. Indeed, even in the most actively 
engaged regions, it is not uncommon for the member of workers to have remained 
unchanged for the last ten to twenty years. 
In this research, we examine the practice of small-scale community activities in urban 
areas, focusing on the age group identified as being “relatively young,” considering plans to 
promote participation and engagement of residents in small-scale community activities, and 
measures to enhance the continuation of these activities.
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・地域活動の魅力    
参加者、参加希望者
が抱いている不安  
④参加・参画を希望する者
⑤存在への気付き 
関係づくり・定着への促し 
（受け止め、定着を促す意識） 
◆希望するに至る理由 
・地域への思い 
・活動への興味 
・「地元」意識 
・「とにかく何かしてみた
い」という気持ち 
◆躊躇する背景 
 ・実績・認識不足 
 ・参加の仕方がわからない
 ・子育て・就労世代ゆえの
制約 
 ・遠慮・戸惑い（疎外感）
 ・知り合いがいない 
 ・非所属性（非居住性） 
・活動の
見守り  
・協働  
など）  
図2： 新規活動者の参加・参画および育成に関する
ビジョン
まず前提として、動的存在としての地域の
側面を踏まえ地域づくりのポイントの明確化
を図ることが求められる。「将来どのような
地域になればいいのか。そのためには今後ど
のような人材が必要となり、どのような主体
と協働すればいいのか」という視点である。
それはその地域の将来像を念頭においた、参
加・参画の戦略とでもいえるであろう。
そしてその上で3つのポイント、①参加・
参画対象の設定（・その対象とした理由とね
らい）、②どの様な手法で参画を図るか（・
その手法を選択した理由とねらい）、③手法
を展開する際の工夫を吟味し戦略的に展開す
ることが必要となるといえる。
また地域に目を向けてみると、潜在的に、
④地域活動に参加 ･ 参画を希望する者も存在
している。彼らが抱いている地域活動への参
加 ･ 参画の思いや、足を踏み出せずにいる理
由などについても目を向ける必要がある。大
切なのは、そういった潜在的な活動希望者が
いることを常に念頭に置き、その存在への⑤
気づきの意識を持つことである。気づきの意
識を持ち、そしてその思いや不安に向き合う
なかで相互に関係を築くことができればい
い。そのなかで彼らの活躍への後押しを行い、
可能であるなら同じ活動主体の仲間として活
動を共にし、興味関心にズレがあるのであれ
ば、（攻撃したり反目しあったりするのでは
なく）、別の活動主体としてその活動を見守っ
たり、時に協働活動を模索していけばいい。
このような①から⑤を認識し、各場面での
ねらいや工夫をこらして戦略的に新たな活動
者（特に若年層）の参加 ･ 参画場面を地道に
設定していくことで、⑥継続的な取り組みや
実践の礎となりえるのである。
現在の小地域活動の担い手の現状を見る
と、一つの策で画期的に担い手が増えること
は考えにくい。ましてや（既存の地域活動者
にとってありがたい）何でも出来るオールマ
イティな担い手を探し出すのも現実的ではな
い。むしろ、図2にあるように、地域の将来
像をイメージしながら、地道かつ戦略的に人
材確保の案を協議していくことが重要となっ
てくる。その積み重ねにより、新たな人材の
活動への参加・参画のみならず、その活動自
体の地域への理解促進が広まっていくことと
なるのである。
以上、小地域活動への新たな人材（特に若
年層）の主体的な参加・参画について、その
促進のポイント等を述べてきた。現在の地域
福祉の方向性としては、より小さな圏域での
総合的な支援体制の構築が目指されている。
また同時に様々な人材および主体の能動的な
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活躍の場の創出、そして日常における自己実
現の充実なども目指されている。小地域活動
の充実およびそこで活躍する人材の創出は、
現在の地域福祉推進にとっても非常に重要な
ものとなっている。その解決に向けて本稿は
有意な論点を提示したと考えている。そして
以上の、小地域活動への主体的参加・参画に
ついての本稿の考察が、できれば現場で叫ば
れている諸問題の解決への一助になることを
期待したい。
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